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脱炭素社会
自然共生社会
循環型社会

気候変動適応社会の実現

TRANSITION 
― 化石燃料中心のシステムからの転換 ―

エネルギー・気候変動領域

REGENERATIVE 
― 環境の負荷低減・回復・改善 ―

建設環境領域 

プロフェッショナルコンサルタントとしての資質を磨き上げ、
先進的な統合ソリューションサービスにより、
新しい価値を社会に提供し続ける。

分散型エネルギーシステムとレジリエンス

エネルギーマネジメントとフレキシビリティ

熱需給の脱炭素化

サーキュラーエコノミー

炭素循環

環境アセスメント

河川環境

グリーンインフラ

ネイチャーポジティブ 地域と企業のサステナビリティの支援

次世代エネルギーシステムと環境保全の両立

建設環境領域 
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エネルギー・気候変動領域 
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エンジニアからの一言 エンジニアからの一言

エンジニアエンジニア

04 事業紹介
エネルギー・気候変動領域

役場周辺公共施設を結ぶ「自営線ネットワーク」を整備。
太陽光発電・蓄電池・地中熱ヒートポンプのエネルギーマネジメントで
CO²削減とレジリエンス強化を実現。

北海道鹿追町の公共施設9施設を自営線で結び一括
受電化した本事業では、太陽光発電の余剰電力を蓄電
池や地中熱ヒートポンプにより「電気」または「熱」とし
て蓄える、電熱統合型エネルギーマネジメントを実現し
ました。当社は構想から設計、公募発注、施工モニタリ
ングまで一貫して支援しました。

自営線
マイクログリッド

北海道鹿追町

やました だいき山下 大樹

社会イノベーション事業本部 GX推進部　
エネルギー事業化支援室

2016年中途入社、東京オフィス配属。
前職は早稲田大学研究員講師、
日本学術振興会特別研究員として研究を重ねつつ、複数大学で教育にも従事。
入社後は主に電力エネルギー分野の事業化支援に従事している。

のと里山空港の2050年カーボンニュートラル実現に向けた調査。
太陽光発電設備や蓄電池の整備、
空港施設への省エネ設備の導入、空港車両の EV化などを検討。

のと里山空港におけるCO₂排出を2030年度に76%
削減し、2050年度に実質ゼロとする野心的な目標の
実現に向けて、太陽光発電、省エネ設備、ＥＶ化等の導
入手法の調査を行いました。多雪地域という特性を踏
まえ、太陽光発電は垂直型や積雪対応のカーポート型
も視野に複数案を検討しました。

きし なおや岸 直矢

社会イノベーション事業本部 GX推進部
エネルギー事業化支援室

2021年中途入社、東京オフィス配属。
2013年に建設コンサルタント会社に入社し、ダム、河川関連施設、トンネル等に付帯する電気設備の設計業務に従事。
2016年からは電力関連分野のODAによる海外プロジェクトに携わる。
2021年に当社へ入社後は、主に空港の脱炭素化、地域における再エネ導入、
マイクログリッド化に関する業務等を担当している。

のと里山空港
脱炭素化調査
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